高温下におけるサーメット溶射膜の摩耗特性 by 金 雄亮








































第 3章 実験結果・考察....................................................................... 32
3.1 リングにサーメット溶射膜の有無による摩耗特性への影響................33
3.2 サーメット溶射膜の組み合わせによる摩耗特性への影響....................35
3.2.1 リング CrC とブロック CrC の組み合わせ....................................................... 35
3.2.2 リング CrC とブロック WC12%の組み合わせ.................................................... 37
3.2.3 リング CrC とブロック WC17%の組み合わせ.................................................... 37
3.2.4 リング WC12%とブロック CrC の組み合わせ.................................................... 38
3.2.5 リング WC12%とブロック WC12%の組み合わせ................................................. 40









































2003 年と 2006 年に Yang 氏らによってタングステンカーバイト（以下 WC
と称す）の粒子径と比摩耗量との関係に注目した論文が発表されている。ここ
ではまず 2003 年に発表されたものを紹介する。









回転速度は 220rpm(約 0.2m/s)とし、負荷荷重は 107、214 及び 321N と設
定、接触面での圧力はそれぞれ 0.4,0.8,1.2MPa とする。実験後に XRD
（X-Ray diffraction)で成分分析を行い、SEM（Scanning Electron
Microscopy）と EPMA（Electron Probe Micro Analysis）によって摩擦断面及
び摩擦表面の観察を行っている．














2006 年に Yang 氏らが発表した論文で，高温下でのサーメット溶射膜の WC
粒子径と摩耗特性の関係について明らかにすることを目的とした研究であり，
1.2.1 項の論文の実験条件を変えたものである。



































































































へ供給電気を ON にし，逆に高ければ OFF にといった ON/OFF 式のフィードバッ
ク制御によって温度制御を行っている。
カンタル線は耐熱性無機接着剤を用いて固定し，恒温槽の全体図を図 7
に示す。断熱材を図 8，断熱材の仕様を表 4，カンタル線を図 9，仕様を表 5
に耐火パテを図 10 に，仕様を表 6に示す。
恒温槽内の温度はリング摺動面上の三点を選び，一分おきに温度を測定し


















ON/OFF 制御であり，SSR を図 13，電子温度調節器を図 14 に示し，それぞれの
仕様を表 8，表 9に示す。
図 13 SSR













































WC/12%Co，Cr3C2/25%NiCr の 2 種類とする。溶射にはショットブラストにより
前処理を行い，HVOF溶射によって平均160μmのサーメット溶射膜を形成した。
リングの内側は回転軸にしっかりと固定されるようにテーパ比 1/21.5 の加






















































































図 23 摩耗体積 計算図





























































































3.2.1 リング CrC とブロック CrC の組み合わせ
図 26 はリング側 CrC とブロック側サーメット溶射膜との摩耗実験による
ブロック側サーメット溶射膜の比摩耗量を示す。
















図 26 リングに CrC サーメット溶射膜を施した場合のブロック側比摩耗量
図 27 リングに CrC サーメット溶射膜を施したの場合リング摩耗量
37




溶射膜 WC12%は CrC より硬く、ブロック側 WC12%の比摩耗量は 3.2.1 で述べた
ブロック側 CrC の比摩耗量に比較して減少した。
図27にリング側CrCとブロック側 WC12%の組み合わせでのリング摩耗量を



























3.2.4 リング WC12%とブロック CrC の組み合わせ
図 28 はリング側 WC12%とブロック側サーメット溶射膜との摩耗実験によ
るブロック側サーメット溶射膜の比摩耗量を示す。














図 28 リングに WC12%サーメット溶射膜を施した場合ブロック側比摩耗量
図 29 リングに WC12%サーメット溶射膜を施した場合リング側摩耗量
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3.2.5 リング WC12%とブロック WC12%の組み合わせ
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